






目的 

ヒトの陣痛発来に関連する主要因子の一つとして oxytocin(OT)があることに異論はない。

しかしそれの標的臓器である子宮筋での動態と作用機構についての検討,報告は未だ認め

られず,ヒトにおける陣痛発来機序を解明する隘路となっている。よって我々は,ヒト子宮

筋における OT receptor について kinetic な分析を行い,さらに OT に関連して作働するも

のとされる estradio1(E2)と progesterone(△4P)についてもそれぞれの rceptor leve1 で

の検討を行い,それと陣痛発来との関連についての機構の一端を明らかにすることを目的

とした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


